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諜

言葉

合
理
化
方
法
ご
し
て
の

純
符
設
備
の
改
造

大

塚

即l

陶
工
企
業
の
合
理
化
方
法
と
し
て
行
は
れ
る
粧
品
百
設
備
の
改

過
が
附
則
自
殺
川
端
主
税
げ
る
に
は
.

企
業
の
管
制
上
、

と
れ
に

例
聯
せ
る
諸
方
刷
の
計
算
的
山
岡
併
が
相
仲
つ

τ辿
怖
に
行
は
れ

た
付
れ
ば
・
泣
ら
ね
。
就
中
、
改
越
に
著
手
す
る
前
に
強
め
共
の

箆
め
に
施
す
べ
き
所
の

E
れ
が
得
失
許
制
の
算
定
、
改
誌
費
白

並
び
に
改
地
後
の
似
格
政
鋭
等
か
此
の
際
併
に

合
計
的
尚
抽
出

軍
川
官
・
た
る
泊
誌
を
宿
す
る
。

プ
リ
オ
ン
敬
授
が

N
2
5
E
X同
同
町
田

t
a
Z主
耳
切
岳
民
!
?
』
吾
品

5
M
1・
Eご
・
に
刊
仰
げ
た
円
者

Z
Z
E
E
S
P
-
5
M
m
E国間

に
か
、
て
取
扱
は
れ
た
右
白
川
樹
の
泌
貼
を
次
に
制
介
し
ゃ
う
と

回
品
品
。

聴

総

合
阻
止
方
晶
と
し
て
白
紐
替
政
個
目
敵
艦

財
貨
の
生
産
・
問
給
等
の
勧
め
に
試
け
ら
れ
る
計
制
的
危
作

業
組
織
を
ば
一
般
に
粧
品
同
・
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
が
、
此
の
Mm
替
に

於
て
行
は
れ
る
諸
荷
動
わ
翁
め
に
生
や
る
支
山
・
と
と
れ
に
依
っ

て
溺
ら
さ
れ
た
収
訴
と
が
共
に
貨
物
主
以
て
併
似
さ
れ
、
後
者

は
少
〈
ル
」
も
前
者
を
現
制
し
、
な
ほ
共
の
上
に
成
る
べ
く
多
額

の
剰
飴
利
併
を
溺
ら
す
と
さ
の
叫
求
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
か

、
る
料
替
は
一
の
資
本
4
現
的
附
設
に
外
た
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、

と
れ
に
於
て
は
技
施
設
成
立
の
基
本
た
る
一
先
制
酬
の
資
本
が

貨
幣
計
算
の
剖
象
'
と
さ
れ
、
此
の
a
R
本
に
到
し
て
資
本
利
絢

{同

3
5
)
を
附
け
川
す
己
主
が
掛
求
さ
れ
て
肘
る
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
宮
姿
態

E
持
つ
料
替
は
企
業
と
呼
ば
れ
る
。
そ
己

で
、
企
業
が
あ
れ
ば
、
共
山
叫
に
は
必
中
資
会
家
的
基
本
計
算
が

行
は
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
同
時
に
又
、
共
の
資
本

ι判
L

て
成
る
べ
く
商
事
の
資
本
利
仰
を
場
げ
品
、
う
と
い
ふ
究
極
山
口

的
が
成
立
し

τ川
る
詩
で
あ
る
。

企
業
の
有
す
る
右
の
究
極
目
的
配
越
す
る
が
泊
め
に
は
、

凡

第
二
十
六
巻

大
七
三

第
四
組

四
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雑

錐

合
理
化
方
法
止
し
て
白
紹
普
段
仰
の
改
誼

そ
弐
の
如
き
五
つ
の
拾
刊
か
可
能
で
あ
る
。

)
 

(
「
草
に
倣
絡
の
み
を
引
上
げ
て
、
共
の
仙
の
出
に
は
仰
等
の
襲

克
を
も
加
へ
・
泣
い
。
ハ
私
粧
消
的
合
理
化
)

と
れ
は
一
切
の
競
ザ
者
が
同
時
に
寡
関
多
利
の
替
業
原
則
に

依
っ
て
立
っ
て
居
る
か
、
或
は
競
年
が
全
然
存
在
せ
ざ
る
か
等

るく二〉の
。(貨場

Q 絡合
程 を に
両 助 の
最型
P由かみ

堅手守
晶 、 得

原る
化 費 。

を

話
し
て
買
上
利
益
を
増
加
す

己
れ
は
生
産
量
や
師
団
格
忙
は
金
く
、
或
は
殆
E
鍋
れ
宇
佐
、

単
陀
原
費
の
節
約
の
み
を
出
求
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
債
格
や

版
斑
純
闘
が
カ
ル
テ
ル
に
依
っ
て
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
等
の
場
合

費〈三)に
本生特
を E告に
節茸止日
i成、る
し f目。
て格
資及
本ぴ
利資
i向 上

を型
引金
古塑
ミ 4
( と

金 主
融 2手
t内¥

合車
理に

fじ
) 

岨
押
吋
純
園
や
貯
此
期
間
等
の
短
縮
、
換
言
す
れ
ば
、
資
本
回

特
遮
庇
白
向
上
が
と
れ
に
古
る
。

佃
低
成
な
る
借
入
資
本
を
利
用
し
て
、
開
有
資
本
に
封
す
る
資
本

第
ニ
十
六
魯

六
七
回

第
四
脱

四
回

利
潤

E
高
く
す
る
。
(
資
宇
山
端
的
合
瑚
化
)

借
入
資
本
主
利
用
す
る
場
合
に
於
て
は
、
共
の
利
子
が
高
け

れ
ば
高
い
程
問
有
資
本
に
釣
す
る
資
本
利
潤
を
低
下
す
る
E
と

は
い
ム
ま
で
も
た
い
。

ぼ
生
産
の
速
度

E
増
進
す
る
と
共
に
地
位
常
り
の
原
費
を
節
約

し
、
己
れ
と
同
時
に
版
賀
舗
を
増
加
す
る
と
と
に
依
っ
て
質
上

利
径
の
総
額
を
増
加
す
る
。
(
技
術
的
合
却
化
)

此
の
技
術
的
合
迎
化
は
主
、
と
し
て
生
産
叉
は
削
給
の
勉
め
の

技
術
的
設
備
の
改
造
に
依
っ
て
賞
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

此
の
際
に
行
は
れ
る
新
機
械
の
調
迷
、
制
自
治
過
程
の
捷
改
等
は

通
常
、
資
本
の
新
た
た
る
需
要
を
惹
辿
ず
る
も
の
で
あ
る
。

商
工
企
業
の
合
理
化
方
法
は
か
く
の
如
〈
に
多
様
で
あ
る

が
、
以
下
叫
刊
に
、
共
の
内
の
一
た
る
は
術
的
合
迎
化
方
法
止
し

て
の
抑
制
替
設
備
の
改
造
の
み
を
問
題
忙
ず
る
。

技
術
的
合
瑚
化
方
訟
は
前
に
一
-
育
せ
る
如
く
、
通
常
、
新
規

投
資
と
結
合
し
て
、
資
本

ω増
加
を
抗
く
に
至
る
も
白
で
あ
る

.、
'一・.・"



が
、
若
し
そ
の
結
果
と
し
て
資
本
の
利
潤
率
が
低
下
す
る
と
主

虻
在
る
た
ら
ば
、
粧
品
百
設
備
の
改
越
は
所
却
の
目
的
を
達
し
得

や
し
て
経
済
的
失
敗
に
絡
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
設
備
改
治

の
骨
珂
め
に
生
守
る
新
規
投
資
が
企
業
民
約
し
て
有
利
た
る
影
響

主
興
へ
る
己
主
は
、
如
何
-
な
る
閥
係
に
於
て
可
能
と
友
る
か
。

設
備
の
改
造
は
生
産
方
法
を
改
善
し
て
生
産
主
促
進
す
る
と

と
、
卸
ち
時
刷
を
節
約
し
て
、
問
自
の
時
川
比
一
厨
多
量
の
生

産
主
行
ム
と
と
を
要
点
す
る
も
の
で
あ
る
が
‘
共
の
手
段
止
し

て
人
刷
白
労
働
止
機
械
の
前
動
と
の
置
換
へ
が
行
は
れ
る
。
共

白
結
果
.
同
定
資
本
、
資
本
費
、
減
慣
鈎
却
費
等
の
増
加
が
起

る
け
れ

E
も
、
他
方
に
は
又
流
動
資
本
、
労
賃
曲
買
等
の
減
少
を

見
る
己
主
が
出
来
る
。
と
れ
に
関
聯
し
て
此
の
際
注
意
ナ
ペ

き
は
、
資
本
構
成
の
程
度
の
高
い
経
替
、
換
言
す
れ
ば
、
勢
働

集
約
の
程
度
の
低
い
縦
替
は
、
然
ら
ざ
る
縦
替
に
比
較
し
て
、

長
#
柄
、
不
景
気
の
影
響
を
ぱ
一
田
町
鋭
敏
に
感
受
す
る
と
い
ふ
と

と
ガ
あ
る
。

右
い

γ

ム
如
く
、
経
醤
ぽ
備
の
改
遣
は
流
動
資
本
の
節
約
を
可

飽
な
ら
し
め
、

と
れ

t
以
て
同
定
資
本
の
靖
加
を
償
ふ
と
!
と
に

雑

錐

合
理
化
方
弘
之
し

τ骨
髄
普
設
備
。
武
地

な
る
か
ら
、
漸
進
的
に
改
造
を
行
ム
友
ら
ぱ
、
新
た
に
起
る
費

本
の
需
要
を
極
め
て
少
舗
に
止
め
て
奇
〈
と
と
が
附
来
る
。

A

ん
も
、
流
動
資
本
の
節
約
た
る
も
の
は
一
般
に
は
絶
封
的
に

現
は
れ
る
も
由
で
は
た
い
。
生
産
白
促
進
に
依
っ
て
流
動
資
本

白
岡
輔
が
迅
速
に
た
り
、
共
の
活
動
指
事
が
向
上
す
る
と
L

とに

た
る
白
で
あ
る
。
共
の
結
束
と
し
て
、
企
業
資
本
企
質
上
利
益

と
の
比
が
改
善
吉
れ
る
。

以
上
は
粧
品
百
設
備
の
改
浩
に
依
っ
て
鷲
ち
さ
れ
る
生
産
促
進

白
利
益
が
、
と
れ
に
伸
弘
易
い
他
の
障
害
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ

な
い
と
と
を
前
提
・
と
し
て
述
べ
た
白
で
あ
る
。
設
備
政
治
の
結

果
、
生
産
の
促
進
が
起
る
と
共
に
、
勤
も
す
れ
ば
原
料
の
貯
臓

が
過
大
と
た
り
、
或
は
販
賀
が
生
産
の
増
加
に
伴
は
ぬ
か
、
若

し
又
そ
れ
が
増
加
す
る
忙
し
で
も
、
掛
費
に
よ
っ
て
の
み
共
の

販
路
が
見
附
さ
れ
る
と
い
ふ
が
如
曹
事
情
が
起
り
易
い
。
と
れ

ら
の
諸
事
情
は
執
れ
も
、

同
定
資
本
の
増
加
に
比
例
す
る
械
動

資
本
の
増
加
を
惹
超
せ
し
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
制
問
替
枝
備
白

改
遣
も
と
れ
が
錨
め
に
所
期
の
目
的
主
連
し
得
ざ
る
と
止
に
た

る
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
、
改
造
に
着
手
す
る
摘
に
.
諌
め
と
れ
が

第
二
十
六
巻

，、
七
五

静
岡
崎
叫

型

，
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雑

録

合
理
化
方
法
と
し
て
由
額
普
設
備
の
改
造

方
法
、
範
闘
に
到
す
る
得
失
評
恨
の
算
定
を
行
ム
場
合
に
は
、
改

造
後
の
経
替
に
於
け
る
版
寅
の
問
題
は
決
定
的
要
議
・
と
し
て
、

己
れ
を
考
磁
の
中
に
入
れ
て
む
か
ね
ば
た
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

慨
に
述
べ
た
る
如
く
、
経
替
過
程
に
就
い
て
貨
幣
計
算
を
行

ひ
且
つ
経
替
に
投
ぜ
ら
れ
た
る
資
本
に
剥
し
て
成
る
べ
く
商
い

利
潤
の
成
立
が
要
求
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
が
企
業
の
特
徴
で
あ

っ
て
、
よ
り
良
く
此
の
要
求
の
渦
足
せ
ら
れ
る
と
止
が
企
業
の

合
別
化
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
今
、
企
業
合
現
化

白
一
方
法
と
し
て
制
賛
試
仰
の
改
也
監
寅
行
す
る
場
合
に
は

抽
隅
め
共
の
方
法
、
範
囲
に
就
て
得
失
則
前
川
闘
の
算
定
を
行
ひ
、
果

し
て
と
れ
に
よ
っ
て
所
期
の
目
的
が
注
せ
ら
れ
る
や
否
や
を
判

定
す
る
と
と
が
川
肝
要
で
あ
る
。
技
術
改
浩
の
劫
合
、
往
々
に
し

て
此
の
計
算
が
等
閑

ι附
せ
ら
れ
易
い
が
、
か
く
の
如
き
は
経

替
泡
棋
に
就
い
て
貨
幣
計
算
を
行
ム
己
と
を
以
て
特
徴
・
と
す
る

企
業
の
意
論
E
旋
却
す
る
も
の
で
あ
る
の
み
な
ら
や
'
、
合
瑚
化

方
法
止
し
て
白
設
備
改
造
の
目
的
を
達
成
す
る
所
以
で
も
た

第
二
十
六
巻

大
七
六

第
四
副
都

-
岡
京

ぃ
。
純
替
設
備
改
越
の
前
に
、
抽
出
め
行
は
れ
る
許
慣
的
算
定

は
.
結
局
、
改
造
前
後
の
新
、
嘗
経
費
隔
者
に
於
付
る
資
本
利

潤
寧
の
高
低
如
何
を
比
較
す
る
と
止
に
蹄
す
る
の
で
あ
る
が
、

此
の
計
算
に
於
て
、
特
に
注
意
主
要
す
る
計
算
的
要
素
は
、
設

備
改
造
の
鵠
め
に
後
生
す
る
費
加
で
あ
る
。

設
備
改
造
の
矯
め
K
後
生
す
る
費
削
に
は
、
凡
モ
吹
の
如
き

種
類
が
あ
る
。

第
一
種
。
各
種
捗
貸
費
。

描
閏
設
備
の
取
柿
及
び
新
設
備
の
取
付
、
各
種
備
品
の
運
搬
、

新
設
備
に
到
す
る
試
峨
及
び
練
習
の
話
め
に
要
す
る
も
の
等
。

第
二
組
。
機
械
及
び
泊
n
H
等
の
各
柿
伽
品
の
購
入
曲
賞
。

第
三
一
問
。
使
川
池
山
相
か
ら
排
除
さ
れ
る
儲
設
仙
の
腿
柴
に
よ
っ

て
生
宇
る
費
用
。

経
営
設
備
の
改
越
が
行
は
れ
る
場
合
に
は
沓
設
備
の
或
る
部

分
は
使
川
泊
料
か
ら
排
除
さ
れ
て
金
〈
斑
楽
さ
れ
る
と
主
に
た

る
。
か
a
A

る
出
国
喪
底
分
に
附
せ
ら
れ
る
部
分
は
主
主
し
て
建

物
、
機
械
、
道
具
等
で
あ
る
が
原
料
、
今
製
品
、
完
成
品
等
も

亦
同
様
の
底
分
に
附
せ
ら
れ
る
と
L
C
が
あ
る
。
此
等
D
鹿
棄
部

，・....，..". 



分
が
左
低
資
産
勘
定
の
残
高
に
計
上
さ
れ
て
ゐ
て
、
而
も
と
れ

を
資
却
し
て
も
帳
簿
上
白
倒
他
を
賞
現
し
仰
ぎ
る
範
囲
に
於
て

は
、
誕
の
脱
棄
は
資
産
の
減
皆
、
随
っ
て
損
失
を
惹
起
す
る
。

以
上
各
種
目
改
泊
費
を
姐
じ
て
見
る
に
第
一
種
と
第
二
種
。

も
の
は
趨
常
.
問
定
資
席
勘
定
に
計
上
さ
れ
、

と
れ
に
封
し
て

減
傾
釦
却
が
行
は
れ
る
。
第
二
種
目
費
用
が
合
計
上
か
と
臼
取

扱
を
受
〈
べ
き
も
の
で
あ
る
と
占
に
は
訴
を
容
れ
る
除
地
が
如
何

い
が
、
第
一
一
部
の
も
の
主
離
も
一
定
期
削
陀
捗
っ
て
官
設
設
飾

の
使
用
制
値
比
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
れ
を
同
定
資

産
勘
定
忙
計
上
し
、
共
の
捌
川
に
分
割
、
臨
賦
し
で
由
同
盟
す
る

の
が
賞
品
品
で
あ
る
。
然
る
に
、
第
=
一
誼
の
も
の
は
以
上
二
種
の

も
の
と
は
共
の
性
質
を
異
に
す
る
。
腐
葉
費
は
改
謹
設
備
の
使

用
情
他
に
剥
し
て
何
等
貢
献
す
る
所
が
左
〈
、
単
純
た
る
費
産

の
減
少
に
依
っ
て
賀
ら
さ
れ
た
単
純
損
失
た
る
の
性
質
を
有
す

る
の
で
あ
る
。

経
皆
設
酬
の
改
浩
を
官
行
ず
る
前
に
抽
出
め
行
は
れ
る
得
失
評

債
の
計
算
は
.
政
治
後
白
新
経
替
が
、
岡
市
し
て
共
白
牧
益
能
力

を
増
加
し
て
・
此
等
白
諸
改
造
費
、
特
に
第
三
種
の
鹿
築
費
を

維

保

舎
四
北
方
桂
と
し
て
白
紐
響
股
傭
白
改
造

償
ひ
得
る
や
否
や
を
見
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
る
る
。

四

設
備
改
造
の
場
合
花
、
共

ω賀
行
の
前
提
e

と
し
て
行
は
る
べ

き
得
失
許
債
の
算
定
陀
次
い
で
、
注
意
す
べ
き
問
凶
は
、
改
造

後
白
新
経
営
に
於
け
る
原
倒
計
算
企
偵
格
政
策
之
に
闘
す
る
も

の
で
あ
る
。
此
等
の
忠
世
を
挟
ま
れ
ば
設
備
の
改
坊
は
叉
共
白

目
削
を
越
す
る
と
と
が
出
来
・
な
い
。

改
越
後
の
新
経
替
に
於
け
る
原
偵
計
算
に
闘
し
で
特
陀
u
注
意

を
要
す
る
は
前
項
、
第
三
種
目
改
詑
費
削
ち
騎
乗
費
の
取
扱
で

あ
る
。
阪
に
地
べ
た
る
如
〈
、
第
一
一
樹
、
第
一
一
種
の
改
並
費
は

閑
定
費
出
陣
勘
定
に
計
上
さ
れ
て
械
情
舘
却
を
受
け
る
の
で
あ
る

か
ら
.
そ
れ
ら
が
原
倒
鱗
成
要
素
止
し
て
取
扱
は
る
べ
き
と
ル
」

は
明
で
あ
る
が
、
第
三
誼
の
改
活
費
削
も
厳
莱
費
は
原
慣
計
算

に
於
て
、
全
く
と
れ
を
計
算
外
に
置
か
た
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
此

の
E
在
は
改
造
の
前
提
・
と
し
て
行
は
恥
る
得
失
許
偵
の
計
算
に

於
て
、
此
の
種
の
費
用
が
重
要
の
意
義
を
有
し
た
る
と
は
全
く

共
白
趣
き
を
異
に
す
る
。
底
築
費
は
改
越
後
の
紹
替
に
於
吋
る

第
二
十
六
巻

静
岡
蹴
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鞍

錐

合
理
化
方
法
と
し
て
の
鎚
普
設
備
の
改
浩

生
産
に
帆
到
し
て
は
何
等
の
闘
係
を
も
士
官
せ
自
・
も
の
で
あ
っ
て
、

松
祇
か
ら
の
新
設
備
に
於
て
生
産
を
行
ム
場
合

K
低
金
〈
此
の

制
の
費
用
の
費
生
す
る
と
と
が
無
い
の
で
あ
る
。
故
K
、
此
の

税
の
費
則
は
、
改
越
後
の
魁
替
に
於
け
る
原
似
計
算
の
要
議
'
と

し
て
取
扱
ふ
ベ
宮
も
の
で
は
無
い
。

か
く
の
如
く
、
臨
時
折
費
は
原
倒
の
・
中
忙
加
算
す
る
と
止
を
得

た
い
も
の
で
は
あ
る
け
れ

E
志
、
既
に
そ
れ
が
企
業
に
於
け
る

設
備
改
遣
の
犠
牲
止
し
て
後
生
し
た
る
費
別
で
あ
る
以
上
は
、

何
等
か
白
方
法
主
以
て
と
れ
を
揖
柿
せ
ね
ば
た
ら
む
と

k
は
い

ふ
ま
で
も
訟
い
。
而
し
て
と
れ
が
錦
め
忙
は
改
治
後
の
組
替
忙

於
け
る
資
上
利
益
を
増
加
す
る
以
外
に
方
法
は
無
い
の
で
あ
る
。

E
h
k
、
改
浩
後
の
経
替
に
於
け
る
偵
格
政
録
の
問
題
が
起

っ
て
来
る
。

主

一一一一

改
治
伎
の
経
替
に
於
て
、
原
情
陀
加
算
さ
れ
た
い
蹴
棄
費
を

損
摘
す
る
翁
め
に
克
上
刊
径
を
増
加
す
る
に
は
、
三
つ
の
債
格

政
抽
出
が
考
へ
ら
れ
る
。

第
二
十
大
巻

六
七
λ

節
回
統

一
回
λ

上{ー〉
利販
盆質
主主司
増を
加同
す一
品 B亡
と保
k ち
。てコ

他
方
b亡
偵
〉格
を
日l
上
げ
て
費

と
れ
ば
官
骸
版
民
品
が
流
行
口
問
在
る
か
、
新
規
品
・
な
る
か
等

の
如
き
一
時
的
事
情
の
支
持
を
受
け
た
る
特
殊
例
外
的
の
場
合

に
の
み
起
り
得
る
。

〉ニ
偶
格
の
鍵
頁
た
〈
、
市
も
新
経
替
に
於
け
る
生
産
能
力
の
輸

(
 

加
に
泊
臆
し
て
販
商
額
が
増
加
す
れ
ば
、
生
産
費
の
低
下
と
相

伴
っ
て
、
質
上
利
益
の
鳩
額
は
増
加
す
る
。

特
殊
の
場
合
に
限
っ
て
、
筒
々
の
経
替
が
倒
格
の
引
下
げ
を

行
は
や
に
販
資
額
を
増
加
す
る
と
占
は
可
能
で
あ
る
。
け
れ
E

も
一
産
業
部
門
、
或
は
叉
各
種
産
業
部
門
の
金
般
に
於
て
、
慎

格
の
低
下
た
く
し
て
版
資
額
の
増
加
を
見
る
忙
は
、
共
の
!
増
加

部
分
に
臆
4
r
る
欲
撃
が
蹴
に
賞
現
し
て
ゐ
る
か
、
或
は
い
市
た
陀

喚
起
さ
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
と
同
時
陀
、
と
れ
に
封
す
る
購
買
力
む

増
加
が
無
け
れ
ば
な
ら
向
と
い
ふ
己
主
は
園
民
経
済
的
法
則
自

示
し
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
尤
も
.
掛
貸
共
の
他
の
信
用
授
受
白

方
法
に
依
っ
て
人
徳
的
に
購
買
力
を
創
造
す
る
と
主
は
可
能
で

あ
る
が
、
モ
れ
も
信
用
心
回
状
、
返
捕
、
信
用
白
梅
宮
性
、
利

一 八 > … ュ …一千
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子
費
等
の
諸
国
子
に
制
約
さ
れ
て
結
局
は
或
る
限
界
に
到
着
せ

ざ
る
を
縛
危
い
。
加
之
、
此
等
白
人
第
的
方
法
に
依
る
購
買
力

の
創
越
は
舗
で
債
格
の
上
に
影
縛
を
瀦
ら
す
己
主
左
く
し
て
は

止
ま
ぬ
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
の
種
の
債
格
政
策
は
此
の
場

合
に
麺
首
せ
る
も
の
で
は
念
い
。

巴
領
特
を
引
下
げ
、
販
寅
額
を
増
加
し

τ此
白
陶
に
賀
上
利
益

線
師
酬
の
増
加
を
見
出
す
己
主
。

債
格
の
引
下
げ
に
依
っ
て
販
資
額
を
増
加
す
る
己
主
は
経
済

的
論
理
に
埴
合
す
る
所
で
あ
る
。
而
一
也
、
箇
々
の
経
替
が
設
備

の
改
造
に
よ
っ
て
原
費
を
節
約
す
る
と
主
を
得
て
、
競
争
傾
格

以
下
に
共
の
偵
格
を
引
下
げ
る
左
ち
ば
、
共
の
版
質
舗
は
偵
格

引
下
げ
白
割
合
以
上
に
噌
加
し
、
結
局
、
投
下
資
本
に
約
し
て

相
古
事
以
上
の
利
潤
を
甥
ら
し
、
此
の
増
加
部
分
を
以
て
腿
諜

費
を
償
ム
こ
止
を
得
る
の
で
あ
る
。

た
・
と
へ
、
謀
れ
る
カ
ル
テ
ル
政
筑
の
矯
め
に
政
治
後
の
判
明
粧

替
に
於
い
て
と
れ
主
異
る
債
格
政
策
が
採
用
さ
れ
、
債
格
の
引

上
げ
に
上
る
改
造
費
の
噂
姉
、
更
は
改
趨
資
金
の
調
越
が
企
て

ら
れ
る
止
し
て
も
、
生
跨
の
増
加
が
平
晩
、
債
格
の
上
に
影
響

華書

合
理
化
方
法
と
し
て
由
経
替
設
備
の
政
泡

録

" 

を
鷲
ち
す
と
と
を
避
け
難
い
。
若
し
又
、
生
産
の
制
限
が
行
は

れ
て
、
改
誼
後
の
経
替
に
於
け
る
生
産
能
力
が
充
分
に
護
揮
さ

れ
左
い
・
な
ら
ば
、
設
備
の
改
造
は
共
の
目
的
主
連
し
難
く
、
と

れ
が
詩
め
に
無
意
識
な
る
資
本
の
投
下
が
行
は
れ
た
と
.
と
に
な

る
の
で
あ
る
。

六

経
替
設
備
の
改
造
に
関
聯
し
て
、
注
意
を
要
す
る
討
羽
的
底

置
占
し
て
は
以
上
に
辿
べ
た
る
も
白
L
外
に
.
主
ほ
決
算
に
於

け
る
改
泊
費
取
扱
の
問
題
が
洩
る
。

既
に
見
た
る
所
白
如
く
.
第
一
種
、
第
二
種
の
改
地
費
は
岡

定
資
産
勘
定
に
計
上
さ
れ
、
随
っ
て
、
営
然
、
一
定
期
附
に
阻

賦
さ
れ
て
、
減
傾
鎖
却
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
第
=
-

租
の
改
逝
費
は
車
純
・
な
る
資
産
の
減
少
に
基
〈
も
の
で
あ
っ

て
、
共
の
減
少
を
同
定
資
産
勘
定
か
ら
差
引
〈
止
共
に
、
共
の

費

m舗
は
替
業
損
毎
計
算
に
計
上
す
る
と
と
左
〈
、
抽
出
め
、
と

れ
を
資
本
勘
定
か
ら
義
引
か
在
け
れ
ば
左
ら
ぬ
。
尤
も
、
此
の

種
の
費
用
に
到
す
る
準
備
金
の
設
け
が
あ
れ
ば
己
れ
よ

H
差
引

第
三
十
宍
巷
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四
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雑

合
理
化
方
法
と
し
て
母
一
躍
替
設
備
白
改
造

録

く
べ
き
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、

己
れ
を
替
業
損
益
ぶ

計
算
に
計
上
し
て
蹴
質
上
利
益
よ
り
差
引
く
己
と
は
避
け
た
け

れ
ば
な
ら
ぬ

Q

何
故
友
ら
ば
、
此
の
極
の
費
用
は
改
造
年
度
。

替
業
成
績
に
封
し
て
は
何
等
の
闘
係
が
旭
川
い
の
で
あ
っ
て
、
共

の
授
生
は
改
地
年
度
以
前
に
於
て
・
腕
に
、
粧
品
四
設
備
が
終
消

的
に
も
技
術
的
に
も
・
退
化
し
て
克
分
な
る
能
力
を
務
揮
し

得
ざ
る
欣
践
に
陥
っ
て
屑
た
己
主
に
基
く
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
然
る
に
、
若
し
と
れ
が
管
業
提
銃
計
算
に
計
上
さ
れ
る
な

ら
ば
共
由
緒
川
市
、
一
一
重
に
胤
備
の
経
皆
叫
続
が
表
現
さ
れ
る

己
と
に
な
る
。
第
一
に
は
資
本
額
が
不
首
に
高
〈
現
は
れ
、
第

こ
に
は
改
造
年
度
白
日
常
業
利
益
が
不
首
に
低
く
示
さ
れ
る
。
合

名
品
開
枇
等
白
人
的
禽
枇
に
於
て
は
兎
も
角
、
株
式
曾
一
世
に
於
て

資
本
額
を
減
少
す
る
己
主
に
は
種
々
た
る
障
害
の
仲
ふ
が
鶴
め

に
、
宜
際
上
、
多
く
は
、
共
白
決
算
に
於
て
、
第
三
種
の
改
地

費
を
ば
憐
業
銅
山
祉
計
算
の
中
に
取
入
れ
て
質
上
利
益
よ
り
差
引

く
と
と
が
行
は
れ
る
が
、
か
く
の
如
吉
計
算
方
法
は
翼
寅
由
経

皆
成
績
を
語
る
も
の
で
は
友
い
の
で
あ
る
a

一‘
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以
上
は
、
経
晶
画
設
備
の
改
遣
に
閥
聯
し
て
注
意
を
裂
す
る
計

算
的
庖
置

E
ば
、
極
め
て
単
純
化
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
寅
際
の
場
合
に
と
れ
を
複
雑
化
す
る
無
数
の
現
宜
的
事
情

の
影
響
に
就
い
て
は
燭
れ
る
所
が
無
か
っ
た
白
で
あ
る
。

向
限
、
本
文
の
趣
旨
は
、
主
と
し
て
資
去
就
的
商
工
経
替
に

封
し
て
受
賞
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
瓦
婦
、
水
道
.
電
気
、
鎌

道
等
の
諸
事
業
の
如
き
公
共
的
経
営
企
雌
も
、
財
政
的
調
立
を

行
ふ
と
と
に
依
っ
て
、
資
本
計
算
の
基
礎
b
q

確
立
し
、
己
れ
に

到
し
て
同
様
の
計
算
的
底
躍
が
施
さ
れ
得
る
や
う
に
た
る
と
止

が
、
共
の
紐
の
経
営
に
於
け
る
資
本
の
経
済
性
を
聞
か
に
し

て
、
と
れ
を
向
上
せ
し
め
得
る
鮪
か
ら
見
て
、
望
ま
し
き
所
で

島
る
。
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